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第二節 史料の概要と性格………………………………………………………………… 6 
1 中国語(漢語〉による公刊史料(集)………………………………………… 6 
2 日本語による公刊史料(集)…………………………………………………… 8 




























































































































































































































































































































































































































































































































(5) r中国近代東北地域史研究J (法律文化社 19
84年〉。
(6) r向上書』 29頁。
(7)氏はその後、 「張学良政権下の幣制改革一 「現大洋票」の政治的合意-J (r東洋史











国近代化の歴史と展望』 法律文化社 1996年 所収)
・土田哲夫「南京政府期の国家統合一張学良東北政権 (1928--31年〉との関係の例一」
(中国現代史研究会『中国国民政府史の研究』 汲古書院 1986年)







( r史学雑誌』 第105編第1号 1996年)
・同「光緒初年盛京行政改革の財政的背景一東三省協鮪の不足と盛京将軍の養廉確保の意
図-J (r東洋学報』 第79巻 1997年〉





〈河南人民出版社 目89年)/醇虹、李j封田主編『中国財政J (吉林文史出版社 19 
91年)より、第三章「軍関統治的形成与日本対東北侵略的加深」など。

































(22)Suleski.R.. !anchuria Under Chang Tso-lin.The University of Michigan. Ph.D.. 
1974. /Tien-wei lu._Ihe Sian Incident; A Pivotal Point in Modern Chinese Hi-
story. Center for Chinese Studies. The University of Michigan.1976./lacCormack 
G.. Chang Tso-lin in Northeast China 1911-1928: China. Japan. and the lanchu-
rian Idea. Stanford University Press.1977./Levine.S. I.，_Anvil of Victory;The 
Communist Revolution in Manchuria. 1945-1948. Columbia University Press.1987. / 
Gillin & Iyers. Last Chance in lanchuria; The Diary of Chang Kia-ngau. Hoover 
Institution Press. Stanford University. 1989. また文献解題としては、 Suleski，R. . 
The Modernization of lanchuria; An Annotated Bibliography， The Chinese Univer-
si ty Press， 1994.が出ている。
(23)とはいえ、社会史的な研究には発展の余地があるだろう。とりあえず代表例として、
以下に2つ挙げておく。 Clausen& Thogersen. The Making of a Chinese City; History 
and Historiography in Harbin， M.E.Sharpe. 1995./Lee & Cambell. Fate and Fortune 
in Rural C_ti!la; Social Organization and Population Behavior in Liaoning 1774-187 
主 CambridgeUniversity Press， 1997. 













































































































の対象ともども疲弊してしまうが、 「保険隊J万式ならば疲弊する恐れは小さくなる o 張



















， ( I~) . ~ ，_ _ _..-. -.-， . n n _ 1. 1 ， •• • 1 _ r" . • (之0)3000両近かったといっ。かくして、その配下も400名あまりにまで増えた。，





























rl.? } ゆる「忠義軍」として)に、金寿山らはロシア側についたとされる。 fこだし、金寿山につ


















































































































































































































































































































































































































































































































































































注(1 )王鴻賓主編『張作寡和奉系軍関J (河南人民出版社 1989年) 42頁/欝虹、李道戸
主編『中国東北通史J (吉林文史出版社 1991年) 526頁/楊余練ほか編著『清代東北
史J (遼寧出版社 1991年) 346頁など。
(2 )郭建平「辛亥革命張作雰進駐奉天新論J (r歴史柏案J1995年第1期 )。
(3 )Billingsley.P..Bandits in Republican China. California. Stanford University 
Press， 1988，pp.17-18. 邦訳は、フィル・ビリングズリー著、山田潤訳『匪賊一近代中
国の辺境と中央一J (東京 筑摩書房 1994年) 33頁。なお東三省に限定した専論とし
ては、週中字「近代東三省首匪問題之研究J (r中央研究院近代史研究所集刊』 第7期
1978年6月)がある。
(4 )閏8月初6日 (9月29日〉 の遼陽陥落に際して、時の盛京将軍・増棋と奉天城の文武
各官が新民庁に逃亡し、ロシア軍の奉天入城を容易にしたことなど、その最たるものであ






(7 ) i盛京将軍増藤摺」 光緒26年11月25日件批奏摺) (故宮博物院明清柏案部編『義
和団運動指案史料』 く以下、 『義和団……史料J>下冊 中華書局 1959年 890-891頁)
sも
(8 )白永貞編『遼陽県志J (遼陽県公署 1928年)巻22 警甲志。なお、日清戦争時にお
いて吉洞略郷団は、少なくとも光緒20年11月18日、同12月初4目、 24日に日本軍を一時的
に撃退したという記録がある〈徐慶埠撰「遼陽防守日記」 く戚其章主編『中日戦争』中国





剣玉瑛総領絹『自由厳県志J 1928 (民国17)年 巻2 保甲) 0 戸口調査は必然的に新
たな課税を伴うので、警戒されたのであろう。
なお、妻金鎧を軸として遼陽の郷団について詳しく論じた論考に、江夏由樹「旧奉天省
遼陽の郷団指導者、委金鎧についてJ (r一橋論叢』 第100巻第6号 1988年〉がある。
(9 ) r遼陽県志』巻22 警甲志。
(10) r奉天将軍増棋摺」 光緒27年2月28日(r義和国……史料』下冊 1033頁〉。
(11) 彼らを r(抗俄)忠義軍」と総称する o その勢力は3万人あまり、 40営に分かれて
いたという呼・李主編『中国東北通史J 491頁) 0 r馬賊」という用語については、
注(13)を参照。





の最期は不明(彦一中主編『義和国大辞典』 中国社会科学出版社 1995年 148. 181頁込
(13)園田一亀『張作雰J (東京中華堂 1923年) 38頁。 i馬賊」とは、東北地方におけ
る「匪(賊)Jの活動が馬に依存することに由来する、元来は日本人による命名である




仁集』下冊 中華書局 1981年 122-123頁)などが挙げられる〈後述) 0 i我之歴史」
については、松本英紀訳注『宋教仁の日記J (同朋舎出版 1989年〉もあわせて参照。
(14)張占軍整理「張作寡的土匪生涯J (r河北文史資料』編輯部編『近代中国土匪実録』
上巻 群衆出版社 1992年)138-139頁/潜喜廷 「張作雰在遼西的早期活動J (同 『東北
























(24) r彦彰給盛京将軍増棋的密裏」 光緒28年8月28日 (1902年9月29日) (遼寧省治案















(李新、孫思白主編『民国人物伝』第1巻 中華書局 1978年) 180頁を参照。
(32) i盛京将軍趨爾巽奏各路鄭l捕迭次獲勝情形折」 光緒31年12月20日(軍機処録副奏折)
(中国第一歴史柏案館 ・北京師範大学歴史系編選『辛亥革命前十年間民変柏案史料』く以
下、 『辛亥革命前十年間……J> 上冊 中華書局 1985年 88-89頁)。
(33)朱編張校点『光緒朝東華録』第5冊総5647頁。
(34) r (清)徳宗実録』巻574 光緒33年5月丁己/朱編 張校点『光緒朝東華録』第5
冊総5688頁。








代中国史料叢刊第23輯、文海出版社刊> 巻23 奏議 1257頁) ; i上政府条議」 光緒
33年8月(r向上書』 巻33 条議 1762頁)。
(38) i上政府条議J 1163-1169頁。
(39) i東三省要政緋法条議J (徐世昌『退耕堂……J) 巻33 1769-1116頁。
(40) i上政府条議J 1766-1167頁o 1鎮は、旧日本陸軍でいえば1個師団に相当し、標
準的な定員は約1万2500名(文公直『最近舟年中国軍事史』 文星書局 1971年 40-41 
頁〉。
(41) IJ錦藻撰『清朝続文献通考』 巻220 兵考19 陸軍。 1標は、 1個聯隊に相当し、
標準的な定員は約3125名〈文『向上書J)。混成協は、混成旅団に相当。





編李校点『東三省政略』 巻4 軍事軍備篇 802頁)。
61 
(46)宋教仁「二十世紀之梁山泊」では、 「田日本は小北河にいて、騎馬隊100名あまりを








(51)潜喜廷 「論奉系軍閥的形成及其特点J (藩『東北近代史研究J) 59頁。









革命人物碑伝集』 巻4 団結出版社 1991年) 176-177頁/余阿土「張格J (林増平、
い
李文海主編『清代人物伝稿』下編第三巻 遼寧人民出版社 1987年) 331-332頁。
ω定文選ほか修『奉天適志J (附年〉 巻旧 民治二 警察。
(57) r紀内城巡警J (徐主編 李校点『東三省政略』 巻6 民政奉天省)。
(58)注 (56)に同じ。
(59)特に、京師〈北京)と天樟の都市警察の整備や、警官の教育・訓練に、川島浪速ら日
本人が招聴されてあたっている (Reynolds.D.R..China.1898-1912:The Xinzheng Revolu 
tion and ]apa~， Cambridge(Kassachusetts) and London， Harvard University Press.199 
3，pp.164-172)。
(60)注(57)に同じ。なおこの時に越が行った道路整備は、洋風建築と ともに、奉天城の都





(64)徐友春主編『民国人物大辞典J (河北人民出版社 1991年〉 652頁。
(65) r東北人物大辞典J 862頁。
(66) r警察教練所J (白編『遼陽県志』巻22 警甲志)。
(67)徐主編『民国人物大辞典J 16頁o なお、子のその後の経歴については第三章の注
(104-)を、 「九・一八J事変勃発前後については第四章を参照のこと。
ω8)素慶清「哀金鎧的一生J (芝燦原編『偽満人物』 偽満史料叢書 吉林人民出版社
1993年) 454頁。












(13) r議員呉慈培議巡警道呈擬画一警制案」 宣統元年正月二十八日〈徐主編 李校点
『東三省政略』巻12 諮議庁議案 民政案)。


















立国会図書館憲政資料室所蔵>L 6. L 4 Reel. 119 5041-5048 大正8年1月16日 「奉天
省出身官吏ノ現勢J)。しかし奉天商界の実力者であり続け、張作寡政権下で王永江が財
政庁長になると、再び商会長として共に金融政策に関与したo
-H-(80)錫良については、戴其芳・張瑞汗 「論錫良J (r内蒙古大学学報J 1992年第4期)
と、 DesForges.R.V..Hsi-liang and theChinese National Revolutios. New Haven:Yale 
、，12J
University PressYを参照した。
(81) r欝備憲政第二届成績並第三届簿婚情形摺」 宣統元年8月25日 ( r錫良遺稿j第
2冊) 963頁。
6r 
(82) r鳳恩庁紳士孫銃廷摘助警款請奨片」 宣統元年10月初10日 ( r向上書J) 987 
頁。
(83) i密陳東三省関繋大局情形摺J (r向上書J) 929頁/南満洲鉄道株式会社『南満
洲鉄道株式会社十年史J 1919年 157-165頁/井上勇一 『鉄道ゲー ジが変えた現代史一
列車は国家権力を乗せて走る一J (中公新書 1990年) 129-133頁。
(84) i篇郡安奉鉄路沿線巡警己成立経費請作正関鈎摺」 宣統2年正月 12日(r錫良遺稿』
第2冊) 1087頁。
(85) i奉省推設預備巡警片」 宣統2年6月17日 (r向上書J) 1175頁。
(86)差別、修『奉天通志』 巻山 民治三 衛生。なお、当該時期以降の東三省におけ
るペスト流行と防疫政策についてはNathan，C.F.，Plague Prevention and Politics in 
Manchuria， 1910-1931.Cambridge(Kassachusetts) and London， East Asian Research 
Center of Harvard University.1957.を、また19世紀末か ら20世紀初頭にかけての東アジ
ア各地域におけるペス ト流行を比較する、飯島渉「近代東アジアにおけるペストの流行に
ついて一1894年広東及び香港、 1902'"13年横浜、 1910"'11年「満州」ーJ (r史潮』新29
号 1991年1月)を参照した。
(87) i東三省疫気一律撲滅在事尤為出力人員」 宣統3年3月28日 (r錫良遺稿』 第2
冊) 1311頁。












立憲樹案史料』 下冊〈中華書局 1979年) 648-649頁にも再録。
(97)楊ほか編著『清代東北史J 335頁。
(98)注 (79)で挙げた寧武のもののほか、 d完真吟知起義及北方革命運動簡述J (r辛
亥革命回憶録J)、中国社会科学院吉林省分院歴史研究所 ・吉林師範大学歴史系『近代東
北人民革命運動史(旧民主主義革命期)Jく以下、 ( )内を除く書名のみ> (吉林人民
出版社 1960年〉、林能士「辛亥革命時期北方地区的革命活動J (中華民国史料研究中心
編『孫中山与辛亥革命』 下待 1981年〉、西村成雄「東三省における辛亥革命J (同『中
国近代東北地域史研究』 法律文化社 1984年)を挙げておく。補足すると、人物に焦点








(103)陳主編『宋教仁集』 下冊 722頁/松本訳注『宋教仁の日記J 354頁。
(104)陳主編『宋教仁集』 下冊 723-728頁/松本訳注『宋教仁の日記J 355-361頁。




































柏案史料叢編』 第八絹 中華書局 1982年く以下、 『清代柏案史料……J>) 89-90 
頁。










史料……J) 94頁。原文書の影印は、 『辛亥……洛陽J 111-114頁にある。
(126) i趨爾巽為立憲実行“別立会名" “擾乱治安"者即応“痛剃"札」 宣統3年10月
12日(i辛亥……奉天J) 18-19頁。
(127) i奉天交渉司致……J 89-90頁。








(132) r意金鎧致趨爾巽東」 宣統3年11月11日(r清代柏案史料……J) 110頁。
(133)楊ほか編著『清代東北史J 343頁/江夏由樹「旧奉天省摸順の有力者張家につい
てJ (r一橋論叢』 第102巻第6号 1989年) 101頁。
(134) i強作寡報告撃殺張格等人呈」 宣統3年12月初6日(遼寧省柏案館編『奉系軍閥
柏案史料集編』一 江蘇古籍出版社・香港地平線出版社 1990年) 617-618頁/活字化
・校点したものは、 「辛亥……奉天J 22-23頁と『辛亥……遼寧J 123頁にある。
(135) i趨爾巽的暁諭J 宣統3年12月初10日(r辛亥……遼寧J) 129-130頁。
(136) i奉天省城警務局給越爾巽的呈文J 宣統3年12月初10日〈向上)。
(137) i奉天ノ状況不安ニツキ兵力増加ノ必要アル件」 明治45(1912)年1月31日
(外務省編『日本外交文書』第45冊別冊 清国事変(辛亥革命) く以下、 『日本外交……』
306-301頁。
(138)注(136)に同じ。






(142) i探報」 宣統3年10月初6日(n清代柏案史料……J) 34頁。





(145) i探報」 宣統3年10月14日(r清代柏案史料……J) 64頁。
(146) i東三省総督週爾巽致衰世凱函稿J 宣統3年10月15日(r向上書J) 70頁。

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(6) r増棋等奏報奉天耶蘇教案議結並請奨叙出力官員摺」 光緒28年5月19日 (1902年
6月24日) (中国第一歴史柏案館編輯部編『義和国柏案史料続編』 下冊 中華書局 19 
90年) 1495頁。
(7) r増棋等為請商法使分年守交賠款事致突砂等函」 光緒28年9月24日 (1902年10月
25日) (r向上書』 下冊) 1601頁。
(8) r戸部為抄送篇按奉天教案他款電底事片呈外務部文」 光緒28年12月26日 (1903年
1月24日) (r同上書』 下冊) 1658-1659頁。
(9) 1増棋奏為奉省需款孔盃媛将大凌河牧廠招墾収価事摺」 光緒27年6月15日 (1901
年7月30日) (r向上書』 下冊) 1123-1124頁。
(10) 1鐘霊奏報庚子年街署被鍛遺失銀物案冊等項情形摺」 光緒29年閏5月21日 (1903
年7月15日) (r向上書』 下冊) 1752-1753頁。
(11) r関於日軍欲占拠復州官庁、提用摩款査弁賦税的文件」のうち、 r (1 )増棋給盛
京戸部杏」 光緒30(1904)年9月12日〈遼寧省柏案館編『日俄戦争椅案史料』 遼寧古
籍出版社 1995年) 364-365頁。
(12)向上より、 r (2 )増棋給盛京戸部杏」 光緒30年9月28日(r向上書J) 365-
366頁。








料文庫』 第14巻 経済工商編・金融財税 中国文史出版社 1996年〉を参照して叙述し
た。
(18)園田一亀『奉天省財政の研究J (盛京時報社 1927年) 11頁。
(19)徐主編李校点『東三省政略』巻七財政奉天省 「紀税務J。
(20)向上。
(21) この項は特に断らない限り、徐 r退耕堂……』巻34 条議 所収の「上監国摂政玉
条議Jに基づいて叙述する。この史料は、執筆した詳しい年月日は不明であるが、摂政王






照会J (中国近代経済史資料叢刊編輯委員会編『中国海関与庚子賠款』 中華書局 1962 
年) 17-19頁と、彦一中『義和国大辞典』のうち「庚子賠款」の項目によって記した。
(24)園田『奉天省財政……J 11頁。
(25)海関両の対ポンド為替相場については、狭間直樹・岩井茂樹 ・森時彦 ・川井悟 ・
『データで見る中国近代史J (有斐閣選書 1996年) 111頁の「図表3-6 海関両の対
ポンド為替相場J (森氏作成)を参照した。
(01 
(26)表も含めて、徐主編 李校点『東三省政略J巻七財政 奉天省 「附奏部援務余
銀両逐款請銅滑並単」。




(29) i上政府条議J (徐 『退耕堂……』 巻33 説帖)。
(30) i査明奉省歴弁房指情形摺」 く前掲>。
(31) i設立東三省支応処摺J (徐『退耕堂……j巻16 奏議)。
(32)向上。
(33) i請援款開設銀行摺」 宣統元年4月21日(r錫良遺稿』 第二冊) 890-891頁。
(34) i請援庚成年的鏑並請催各省歴年欠鏑摺」 宣統元年12月22日(r向上書』 第二
冊) 107ト1072頁。












5日 (1909年6月22日) (r辛亥……遼寧J) 17-18頁。
(40)西村、前掲書、 99頁。
(41) i関於寧遠郷民囲署抗措警兵鎮圧的有関文件Jより、 「張元奇給錫良的呈文」
統2年12月初4日 (1911年1月4日) (r向上書J) 20-21頁。
(42) r奉天穣徳奉化郷民抗絹J (1914年7月) (中国史学会・中国社会科学院近代史研
? ?
究所編 f北洋軍閥j第1巻 武漢出版社 1990年) 597-598頁。















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(1)例えば園田『張作雰』 く前掲>、 同『東三省の現勢J (奉天遼東事情研究会 1924年)








田三郎編『中国の近代化と政治的統合』 く渓水社 1992年〉 所収)。
(3 )例えば園田氏は、 「張作震の大番頭として忠実に専ら理財の道のみに専念した」が、
「その財政整理も無駄骨にすぎなかったJ (r財政J 63頁)と評した。 Sulesli氏は張
作雰に対する王永江の影響力を認めつつも (0p.cit.. p.50 )、日本人顧問団への従属性
を強調している (P.63)。またMcCormack氏は、 「張という軍人よりも日本帝国主義者と







林出版 1965年)、安岡正篤「満洲近代の名相 王永江J (r政治家と実践哲学』 全国
師友協会 1983年復刻版=1948年初版)、松重充浩 「王永江の内外認識と東北統治理念一
近代中国における地域主義くリージョナリズム〉の一位相一J (曽田三郎編『中国近代化
過程の指導者たち』 く東方書店 1997年 〉 所収〉、海月庵・潤生「王永江J (r溶陽文
史資料選輯J 1983年第4期〉、金銃議長「王永江別伝J<前掲〉、貌福祥「王永江伝略」











名鑑』 東亜同文会 1939年〉、王永江・子沖漢(後述〉とともに「文治派三巨頭J (本
庄繁「満蒙問題解決ノ根本方策」 昭和6年10月24日 『本庄日記』 原書房 1989年





甫『盛京秩間』 吉林文史出版社 1988年 306頁)ともいう。
(7) r盛京時報J 1918年4月19日 「奉省之財政現状」。該紙は1906年10月18目、 日
本人・中島真雄が創刊した漢字新聞。情報源は日本領事館と考えられ、信滋性は高い。新
聞事情の詳細については、郁其文「近・現代洛陽報紙簡介J (r溶陽文史資料選結J 19 
83年第4期)を参照。
(8 )園田『東三省の現勢J 272頁。
(9) r盛京時報J 1917年7月6日 「王庁長整頓財政計画」。また園田『財政J 34 
頁には、この記事の翻訳と思われる部分がある。
(10) r向上J 1917年10月18日 「各県税調成績之比較」、 「列対E南税指為三等収入J










(17)外務省保存記録 IT 1.7.1.5 R.206 1066-1069 大正6年10月26日 奉天満鉄公所。
(18) IT1. 6. 1.4 R.119 4545-4564大正6年12月14日 関東都管府陸軍参謀部諜第118
号〈秘〉。
(19)注 (17)に同じ。
(20)中国人民銀行総行参事室編『中華民国貨幣史資料 第1輯 (1912-1927) Jく以下、
『貨幣史J> 上海人民出版社 1983年) 814頁。





(25) r日本外交……J<前掲〉 大正11年第2冊 517頁 奉天・赤塚総領事より内国
外相宛 「彊作家ノ、塩税関税差押命令撤回方要請ヲ拒否シタル件J。
(26)笠原十九司「五四運動期の北京政府財政の素乱J (r宇都宮大学教育学部紀要第一








(28) r東三省金融整理委員会報告書 〈訳文)J (r満鉄調査月報』第13巻第2号 1933 
年) 193頁。
(29)紙幣の価値変動については、本稿末尾表Cを参照。





で腫免券創出を説明できるかどうか、疑問が残る o 最近安冨氏は、著書 rr満洲国Jの金




(33)海放 ・張偉ほか 「近代奉天的官帖与私帖J (r東北地方史研究』 1986年第1期)
16-22頁。
(34) IT1.6. 1.4 R.140 3637-3651 大正11年5月8日 筆者不明第1919号 「奉軍出
動ニ関スル日支官民ノ感想並ニ経済界ニ及ポス影響状況ノ件J (関東隊報) 0 引用文中、
( )内も原文通り。





















(45) KT1. 6.1.4 R.141 4532-4534大正11年5月25日 関東庁警務局 臨時報第248号
/S-年
〈秘) r王永江ノ訓示J (関東軍参謀部報〉。
(46) r盛京時報J 1922年5月31日 「王代長対報界之談話」。
(47)塚本元 「中国における国家建設のー側面一湖南 1919-1921年一J (r国家学会雑
誌』 第100巻第9.10号 1987年→のち同『中国における国家建設の試みー湖南1919-192
1年』 東京大学出版会 1994年) 133頁(r向上書J164頁〉。
(48) IT1.6. 1.4 R.122 7294-7296 大正11年6月8日 関東庁警務局 関機高収第7505
ノ1 臨時報第314号 「東三省各界代表会議ト其結果」。
(49) r盛京時報J 1923年3月1日 「奉天派之新旧人物(四) 王永江与楊字建(下)
」。
(50) r現代史資料31 満鉄1J 234頁大正12年7月23日 庶調情第375号(奉天特
報)秘 「奉天派の対時局会議」。
(51)陸軍省『密大日記J (防衛庁防衛研究所所蔵〉 大正13年第5冊 情報 (支那〉
「支那国際管理研究J (大正12年9月10日〉。
(52)大野三徳「国民革命期にみる江漸地域の軍関支配一軍関孫伝芳と「大上海計画J-J 
( r名古屋大学東洋史研究報告』 第6号 1980年)。
(53) r現代史資料32 満鉄2J 269頁大正13年4月26日第5号秘
機関報) i徐樹鈴の談」。
(54) r盛京時報J 1916年8月5日 「張軍長対於軍民分治之反対観J。
(奉天特務
(55) VTl.6. 1.4 R.122 7361 大正11年6月23日 関東庁警務局関機高収第8308号ノ 1
臨時報第374号 「東三省国民促成統一会成立」。
/JJ 
(56) r盛京時報J 1922年10月25日 「省長頒布自治区村制」。
(51)王鴻賓主編『張作霧和奉系……J 24頁。
(58) MT1.6. 1.4. R.122 7780-7781 大正11年10月25日 中山・関東庁警務局長より埴原
外務次官ほか宛 関機高収第15100号ノ 1 (秘)。
(59)張守真『清季東三省的鉄路開放政策 (1905-1911) J (復文図書出版社 1990年〉
105-120頁。
(60)吉林社会科学院編『満鉄史資料』第2巻路権篇 第3分冊(中華書局 1979年)72 
7-746頁。なお、張学良政権期を中心とする東三省の自弁鉄道問題を扱った、尾形洋一
「東北交通委員会と所謂「満鉄包囲鉄道網計画JJ (r史学雑誌』 第86編第8号 1977 
年)もあわせて参照。
(ω翠ほか修『奉天通志』く前掲〉 巻152 教育四 近代上/王振乾・丘琴ら編『東




(64) r大阪朝日新聞』 大正13年2月16日 「関東租借地の司法権 支那側の回収要求J
(65) MT1. 1. 2.92 R.24 334-336 大正13年3月1日 船津より松井宛第61号。
(66)向上 321-323 奉天情報第134号〈極秘) r安奉線回収熱拾頭」。
(67)注 (65)に同じ。
(68)園田ー亀『東三省の政治と外交J (盛京時報社 1925年) 120-121頁。
15-1 
(69) MT1. 7.3. 97 R.275 462-468 大正14年5月1日 (満鉄)う~&南公所長より庶務部長
宛対反発第94号。
(70) MT1.6. 1.4 R.124 9532 大正13年12月1日 船津より幣原宛機密公第51号
「奉天省議会国是討論会組織ニ関スル件」。
(71)向上 9648-9649 大正14年1月10日 内山より幣原宛 機密公第8号 「奉天省
議会委員選挙ニ関スル件J。




(75) MT1.6.1. 4 R.143 5996-5997 大正12年12月9日 船津より伊集院外相宛第273
号ノ 1 i十二月八目玉省長ノ小官ニ内話セル時局談」。
















(83)陸軍省『密大日記』 大正15年第6冊 「郭松齢ト浦参謀ノ第一次 (11月27日)会
談ノ要旨〈於昌家)J。
(84) r向上J 112月10日郭松齢卜浦参謀ト ノ会談ノ要旨」。
(85)筆者が主に参照したのは以下のもの。江口圭一「郭松齢事件と日本帝国主義J ( 
『人文学報』 第17号 1967年〉、白井勝美『日本と中国一大正時代-J (原書房 1972 
年)、林正和「郭松齢と一日本人一守田福松医師の手記『郭ヲ諌メテ』について一J ( 
『駿台史学』 第37号 1975年〉、土田哲夫「郭松齢事件と国民革命J (r近きに在りて』
第4号 1983年〉、鈴木隆史「奉天軍閥と日本帝国主義J (同『日本帝国主義と満州 19 
00-1945 J 上巻塙書房 1992年)。
(86)満鉄庶務部調査課『奉郭戦重要日誌J (1926年) 2頁。
(87) r日本外交……J 大正14年第2冊下 807頁 11月27日 吉田より 幣原宛〈不明









(91)外務省保存記録 PVKく松本忠雄関係文書>12.55 R(P)3722745-22747 大正14
年12月13日吉田より幣原宛第245号極秘。
(92)満鉄庶務部調査課『奉郭戦……J 21-22頁。








(96) r盛京時報J 1925年12月23日 「各法団擬設保安会」。















年、東省特別区行政長官 (26年から東支鉄道智弁兼任) 0 1928年以降は鞍山鉄鉱振興公司
など、日本との合弁事業での中国側総弁として、財界に重きをなした〈外務省情報部編
『現代中華民国……人名鑑J) 0 r九 ・一八」事変後の経歴については、第四章を参照の
こと。
(105)MT1.6. 1. 4 R.125 10434-10439 大正15年3月9日 内山より幣原宛機密公第16
9号 「王省長ノ辞職問題ニ関スル件」。
(106)向上 10465-10470 同年3月12日 内山より幣原宛 機密公第182号 「玉省長
ノ去就ニ関スル件」。
(107) r盛京時報J 1926年8月5日 「保境安民亦己晩失……王眠源対子新聞記者団之
談話」。





遼寧省国民外交協会ノート-J (r社会科学討究』 第71号 1980年)、土田哲夫「南京
政府期の国家統合……Jく前掲〉、同 11929年の中ソ紛争と「地方外交JJく前掲>など
を参照。








































































った一後述 〉ー。 関東軍は 「支那人有力者カ自発的ニ右委員会ヲ組織セル形」に固執した。
一方、本庄司令官が23日夜、北平の張学良に特使を派遣し、婦奉を勧告したと報道され
































































































































































































































































































































































































































































































































(3)向上 r小結 .J~ 
(4)浜口裕子「満洲事変と中国人一「満洲国Jに入る中国人官吏と日本の政策-J (r法
学研究』 く慶応>第64巻第11号、 1991年11月)、同 rr満洲国Jの中国人官吏と関東軍に
よる中央集権化政策の展開J (rアジア経済』第34巻第3号、 1993年3月) く以上、同
『日本統治と東ア ジア社会一植民地期朝鮮と満洲の比較研究-J劾草書房、 1996年所収〉、
古屋哲夫 ii満洲国」の創出J (山本有造編 ri満洲国」の研究』 く前掲>)、山室信一
『キメラー満洲国の肖像J (中公新書、 1993年)、差念東・伊文成 ・解学詩 ・目元明 ・張




代史史料7 満洲事変』、みすず書房、 1964年〉。ただし、筆者は 「統治案」の現物は未
見である。
(7)外務省編『日本外交文書満洲事変 第一巻第一冊J (1977年) 26頁 昭和6年9
月 (20) 日 在奉天林総領事より幣原外務大臣宛(電報) i奉天における治安維持会
組織準備について」。以下、特に断らない限り該書の文書は林か ら幣原宛。
(8) r向上書J 30 -31頁 9月20日 「議陽市商会所属商団六百名の編成配置について」
(9) r向上書J 39 -40頁 9月21日 「奉天市政に関する本庄軍司令官布告についてJ
および「別電」。
(10) r向上書J 91-92頁 9月23日 「自衛団の同盟罷業と巡警の再募集について」。
(11) r向上書J 95頁 9月23日 「奉天の治安および食糧状視について」。
(12) r向上書J 92 -93頁 9月23日 「奉天における銀行、商庄の休業状況についてJ0 
(13) r向上書J 105 -106頁 9月24日 「奉天市内の交通、金融等に関する現況につ
いて」。
(14) r朝日新聞(東京)J 昭和6年9月25日朝刊 「奉天維持委員会/本庄司令官から
委嘱J (奉天二十四日発)0 /は行替えを意味する。以下、同じ体裁。本文中の肩書きは
該紙による。なお前掲、浜口91年論文、 41頁〈同著、 62-63頁〉によれば、イ匂色元 ・ 李




(15) r日本外交……J 301頁 9月26日 「奉天における地方維持委員会の組織につい
て」。




(25) r満洲日報J 9月30日朝刊 東北紳民時局解決方策討論会の宣言文[原文、写真よ
り筆者解読]。
(26) r日本外交……J 322頁 10月4日 中谷関東庁警務局長より永井外務次官宛
(電報) r奉天における地方維持委員会の内部対立状況について」。
(21) r満洲日報J 10月1日朝刊 遼寧四民臨時維持会告 [9月29日付。原文、写真]/
r r九・一八』……精編J 262頁。
(28) r片倉日誌」其ー 10月2日。
(29) r日本外交……J 316 -317頁 10月 3日 「衰金鎧を首班とする遼寧自治政府
組織の風説の事実無根について」。
(30) r向上書J 353頁 10月15日 「奉天地方維持会の下に財政庁開設について」。
(31) r片倉日誌」其ー 10月12日。
(32) r向上J 10月15日。
(33) r日本外交……J 361ー362頁 10月23日 三宅関東軍参謀長より杉山陸軍次官宛
(電報) i奉天地方維持会の遼寧省行政機構復活について」。
(34) r向上書J 366頁 11月4日 「奉天治安維持会を省政府に改組について」。
(35) r向上書J 368 -369頁 11月 (5)日 「奉天治安維持会の省政府代行に関する
布告について」。




(11) r朝日新聞(大阪)J 9月21日朝刊 「もう猛氏には/帰って貰ふまい/却って迷
惑至極だ/奉天で商会代表大会の決議J (奉天特電二十六日発〕。
(18)向上/f満洲日報J 9月26日 夕刊 「奉天の商工総会が/学良帰奉に反対/廿年
聞の搾取を呪ひ」。
(19) r朝日新聞(大阪)J 9月28日朝刊 「治安維持委員会を/奉天民間で組織/わが
官民が一時担当した/行政警察権を移す」。
(20) r日本外交……J 304頁 9月28日 「奉天地方維持会の組織充実についてJ。
(21) r満洲日報J 9月28日朝刊 「治安維持の万全に/地方維持会が努力j。
(22)遼寧省柏案館編 rr九 ・一八』事変格案史料精編』く以下、 r r九 ・一八』……精編』
と略〉 遼寧人民出版社 1991年) 263 -268頁;210 -216頁。
(23) r朝日新聞(大阪)J 9月28日夕刊IJ r嚢金鎧氏らの/独立計画進む/共和国憲法
草案成る」。
(24) r日本外交……J 314 -315頁 10月2日 塚本より若槻総理大臣、幣原外務大臣
宛 関機高支第一一五六四号〈極秘) r素金鎧越欣伯等ノ東北新政権樹立画策」。なお、
「国家トシテノ形体ヲ維持スル」とは、具体的には「併合前ノ朝鮮ニ於ケル統監府ノ如キ
(36) r向上書J 310頁 11月6日 「奉天治安維持会の省政府代行布告に関し軍司令部
の強硬命令について」。
? ? ???
?，? ? / 1ユ
(37) r片倉日誌」其二 1月6日。
(38) r日本外交……J 311 -312頁 1月7日 「奉天地方維持会軍側の要求通り布告
発表について」。





中華書局 1988年) 55-56頁 「威式毅筆供 (1951年1月、子恰爾浜)Jの編者注を参
照のこと。
(42)注 (21)に同じ。
(43) r日本外交……J 309 -310頁 9月30日 「東北の独立、宣統帝の復醇に関する
意金鎧の談話について」。
(44) r向上書J 316頁 10月3日 「嚢金鎧の奉天民会長に対する時局談話について」。
(45) r r九・一八』……精編J所牧、 「東北民衆反日救国会為不承認偽地方維持会及其日
万所訂任何条件事致各界電J (1931年10月4日 552 -553頁)ほか、 3点の文書。
(46)注(26)に同じ。
(47) r r九・一八』……精編』所牧、 「東北民衆為宜速取消“維持会"事致遼寧地方維持
会成員函J (10月 562頁)/ i東北民衆警告嚢金鎧必須撤出“維持会"否則将予懲治函」
(10月 562-563頁)。
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(49) r満洲日報J 10月6日朝刊 「案金鎧氏と語る/錦州政府が成立しでも/維持委員
会は解消せずJ (奉天にて 前回特派員発〕。
(50) r朝日新聞(大阪)J 10月1日朝刊 「軍備なき平和境を/満蒙に建設したい/内
田満鉄総裁に対して/衰金鎧氏真意を表明」。




民の意轡J (昭和7年1月13日)、いずれも『現代史資料1 続 ・満洲事変』所牧〉。
(53) r日本外交……J 311頁 1月6日 「奉天地方維持会の省政府代行布告その他日
本軍の方針に関する子沖漢の疑義表明について」 。







(58) i自治指導部布告第壱号J (r現代史史料 11J 571頁〉。
(59) i片倉日誌」其一所牧。
(60)本庄繁『本庄日記J (1989年、原書房)附録、 375-379頁。
(61) i王賢??検挙子静遠材料(附年5月間)J (rルー八』 精編J 345-
347頁)。なお、王賢存は王永江の息子である。
(62) i王子衡検挙子静遠材料 (1954年5月2日)J (r向上書J 347 -348頁〉。
(63) r子静遠口供 (1954年9月1日)J (r向上書J 354 -355頁)。
(64) i威式毅筆供 (1951年7月)J (r向上書J356 -359頁)。以下、特に断らない限
り、この節はこの筆供と注(41)筆供、及び1954年8月9日の筆供(r向上書J 360 -36 
2頁)に基づいて叙述する。
(65) i片倉日誌」其三 12月16日の項。


























































































































































































































































・郁其文「近・現代議陽報紙簡介J (r濠陽文史資料選輯J 1983年 第4期)
・『現代史資料J 7 r満洲事変j、11r続・満洲事変J 31-33 r満鉄1-3J 
書房 1964.65.66-69年〉

























-候毅「張烈士格事略J (ード孝萱、唐文権編『辛亥革命人物碑伝集』く団結出版社 1991 
年> 巻4 所収〉
・児玉秀一郎『趨将軍ノ財政政策ト奉天ノ恐慌J (1907年〉く東洋文庫所蔵 〉
・郭孝成「東三省革命紀事J (中国史学会主編『辛亥革命 〈七)J [中国近代史資料叢刊]
〈上海人民出版社 1957年〉所収〉
・荊有岩 「東三省官銀号J (全国政協文史資料委員会編 r中華文史資料文庫』 第14巻
経済工商編・金融財税 く中国文史出版社 1996年>所収〉
・久間猛『東三省官銀号論J (関東庁財務部 1929年)く東洋文庫所蔵>






編 九・一八事変J (中華書局 1988年〉
・満鉄庶務部調査課『奉郭戦重要日誌J (1926年)く東洋文庫所蔵〉








・吉林社会科学院編『満鉄史資料』 第2巻 路権篇(中華書局 1979年)
・南満洲鉄道株式会社 r南満洲鉄道株式会社十年史J (1919年〉く東洋文庫所蔵>
・『南満洲鉄道旅行案内J (南満洲株式会社 1919年) く東洋文庫所蔵 〉
・白永貞『遼陽県志J (遼陽県公署 1928年)く富山大学所蔵>
く文書史料〉
-外務省保存記録 MTく明治・大正>1. 1. 2. 92、MT1.6. 1. 4、MT1.1. 1. 5、MT1.1. 1. 11、










• NHK取材班、白井勝美『張学良の昭和史最後の証言J (角川書庖 1991年→角川文庫
1995年〉




員会主編『辛亥革命回憶録』く文史資料出版社 1981年> 第5集 所収)
・黄曾元 「張作寡統治東北時代奉天政治叢談J (r吉林文史資料選輯』く土田哲夫氏提供
> 1984年第4期〉





・寧武 「清末東三省緑林J (r河北文史資料』 編輯部編『近代中国土匪実録』く群衆出版
社 1992年〉所収)
-同 「東北辛亥革命簡述J (中国人民協商会議全国委員会文史資料研究委員会主編『辛亥
革命回憶録J<文史資料出版社 1981年〉 第5集 所収)
く研究著作文献> (著者名のあいうえお願)
1 日本語
-味岡徹「ロ シア革命後の東三省北部における「幣権回収JJ (r歴史学研究』 第513
号 1983年)
-安藤正士「満州事変」および i1996年増補J (山根幸夫・藤井昇三 ・中村義・太田勝洪




年横浜、 1910--11年 「満州J-J (r史潮』 新29号 1991年〉
・井上勇一『鉄道ゲージが変えた現代史一列車は国家権力を乗せて走るーJ (中公新書
1990年〉
-白井勝美 『日本と中国一大正時代-J (原書房 1972年)
・江口圭一「郭松齢事件と日本帝国主義J (r人文学報』 第17号 1967年)
・江夏由樹 il日奉天省遼陽の郷団指導者、表金鎧についてJ (r一橋論叢』 第100巻第
6号 1988年)




・同 r l 日 キ尚子総 I'l ~q現時旅客三1 :つ qt)(r-橋舗あ荒川北京bち /9f1年)
-大野三徳「国民革命期にみる江漸地域の軍閥支配一軍閥孫伝芳と「大上海計画J-J 
( r名古屋大学東洋史研究報告』 第6号 1980年〉
・尾形洋一「東北交通委員会と所謂「満鉄包囲鉄道網計画JJ (r史学雑誌』 第86編第
8号 1977年〉






-金子文夫 i1970年代における 「満州」研究の状況J1.2 (rアジア経済J 1979-3.11) 
・同 「最近の『満州』 社会経済史研究に関する文献目録 (1979--1987)J (r横浜市立大
学論叢(人文科学系列)J 第39巻第2.3号 1988年〉






・鈴木隆史 rr満州」研究の現状と課題J (rアジア経済J 1971-4) 
ー同『日本帝国主義と満州 1900-1945 J (塙書房 1992年〉
・園田一亀『張作寡J (東京中華堂 1923年)く東洋文庫所蔵>
・同『束三省の現勢J (奉天遠束事情研究会 1924年) く向上〉
ー同『東三省の政治と外交J (盛京時報社 1925年〉く向上〉
・同『奉天省財政の研究J (盛京時報社 1927年) <向上〉
・誼雲.著、詰長谷由里訳「中国遼寧省筒案館所蔵歴史文書とその利用J (rアジア経済』
1996-5) 





・土田哲夫「郭松齢事件と国民革命J (r近きに在りて』 第4号 1983年〉
-同「南京政府期の国家統合一張学良東北政権 (1928--31年)との関係の例一J (中国現
代史研究会『中国国民政府史の研究』 く汲古書院 1986年 〉所収)
・同 r1929年の中ソ紛争と「地方外交JJ (r東京学芸大学紀要 第3部門 社会科学』
第48鶴 1997年)




・同『現代アジアの肖像3 張学良一日中の覇権と「満洲」一J (岩波書庖 1996年〉
・狭間直樹、岩井茂樹、森時彦、川井悟『データで見る中国近代史J (有斐閣選書 1996 
年〉













( r史学雑誌』 第105編第11号 1996年〉
・同「光緒初年盛京行政改革の財政的背景一東三省協鮪の不足と養廉確保の意図一J ( 
『東洋学報』 第79巻 1997年)
-古屋哲夫 ii満洲国Jの創出J (山本有造編 ri満洲国」の研究』く京都大学人文科学
研究所 1993年>所収)











・村上勝彦 ir満洲国JJおよび 11996年増補J (山根幸夫、藤井昇三、中村義、太田勝
洪編『増補 近代日中関係史研究入門』く研文出版 1996年〉所収)
・安岡正篤「満洲近代の名相 王永江J (同『政治家と実践哲学』 全国師友協会 1948 
年初版→1983年復刻版)
・安冨歩 ii満洲国」経済開発と資金流動J (山本有造編 ri満洲国」の研究』く京都大
学人文科学研究所 1993年〉所収)
・同 ri満洲国」の金融J (創文社 1997年)
-山室信一『キメラー満洲国の肖像J (中公新書 1993年)
・渡辺龍策 L馬賊一日中戦争史の側面一J (中公新書 1964年)

















-樹~j天「増棋J (李文海、孔祥吉主編『清代人物伝稿』 下編 第5巻 遼寧人民出版
社 1989年)





・張魁堂 『張学良伝J (東方出版社 1991年〉
・張守真『清季東三省的鉄路開放政策 (1905-1911) J (復文図書出版社く台北> 1990 
年〉





・寧武「東北革命運動史述要J (r中華民国開国五十年文献』 第1編 第12冊 く正中
書局 1962年〉所収)
・潜喜廷「張作雰在遼西的早期活動」、 「湯玉麟伝略」、 「張景恵伝略」、 「論奉系軍閥











・繋光、孫継武「張作雰J (李新、孫思自主編『民国人物伝』 第1巻 く中華書局 19 
78年〉所収)
・虚明輝「陶克陶胡J (宗志文、朱信泉主編『民国人物伝』 第3巻 〈中華書局 1981 
命
3 英語(著者名のアルファベット順)
• Billingsley， P.， ~andits in Republican China， Stanford University Press， 1988 
→邦訳は山田潤訳『匪賊一近代中国の辺境と中央ーJ (筑摩書房 1994年〉
• Clausen & Thogerser】， The Kaking of a Chinese City; History and Historiography 
in Harbin， K.E.Sharpe，1995 
• Des Forges.R. V.. Hsi-liang and the Chinese National Revolution. Yale Univer-
sity Press， 1973 
・Gillin& lyers， Last Chance in Manchuria; The Diary of Chang Kia-ngau， Hoover 
Institution Press， Stanford University， 1989 
・Lee&; Cambe 11， Fate and Fortune in Rural China; Social Organization and Popula 
tion Behavior in Liaoning 1774-1873， Cambridge University Press， 1997 
・Levine.S. L. Anvil of Victory; The Communist Revolution in lanchuria. 1945-194 
8. Columbia University Press， 1987 
・IcCormack，G.，Chang Tso-lin in Northeast China 1911-1928; China， ]apan， and 
the lanchurian Idea， Stanford University Press， 1977 
・Nathan，C.F.，Plague Prevention and Politics in Kanchuria， 1910-1931， East Asia 
n Research Center of Harvard University， 1957 
・Reynolds，D.R.，China， 1898-1912; The Xinzheng Revolution and Japan， Harvard 
University Press， 1993 
・Suleski.R.. )lanchuria Under Chang Tso-lin. The University of Michigan. Ph.D.. 
1974く土田哲夫氏提供〉
• Tien-wei 'u， The Sian Incident; A Pivotal Point in Modern Chinese History， 






















• Suleski. R. The Modernization of Manchuria; An Annotated Bibliography. 























































































































年次 民図(8奉年大賀洋数)(元 I 民薗13奉年大Z洋TE)I ¥、、.
極万IJ -_"_、 〉 | 〈 く元〉-‘・、
金庫 15，759，991 22，521，052 
回 賦 4，058，290 4，558，359 
出産税 5，048，370 7，524，687 
正雑各挽 3，277，386 5，243，355 
官業牧入 110，467 339，315 
雑枚入 2，755，478 4，276，335 
段款!俊入 510，000 570，000 
省庫 1，200，864 6，005，275 
統 j白 688，334 1，140，892 
雑 款 320，218 365，273 
r国品『 業 189，∞2 
正雑各費 21，310 24，680 
艇庫 602，928 722， 160 
・ー圃- 司圃・4岡阿国・ー・ー周囲司・..司H・-咽・-田圃・'司.
合計 17，563，783 I 29，248，437 













仏 500，0∞I 69 I 
16，000，000 I 25 I 
5，000，0∞!8i 
10，000，000 i 16 I 
12，500，000 i 20 I 
20，000，000I 31 ! 















{::問:;~r，1! n:n'~~ゆ 1915 ， 1917-1920{ド， 3~~~ )1~の 192 1
年l手不明。
ーIB所:味岡倣「ロシア市命伎のI~i三't!北部におけろ「惨禍Bf(JJ (f原史中研究Jm513~/~ ， 198Jif:) p.6f.Jヅ
